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鳥取県衛生環境研究所 

 

１ インフルエンザ 

臨床診断名がインフルエンザの検体 3 件（検体採取 1 月下旬、2 月上旬・中旬）について検査を実施

したところ、A(H1)pdm09 が 3 件から検出された。 

表１ 2024/2025 シーズン鳥取県インフルエンザ検出情報 

 

 

 

国立感染症研究所の病原微生物検出情報（3月 7 日作成）によると、全国のインフルエンザ患者から

分離・検出されたウイルスについては、2024/25 シーズンは A(H1)pdm09 型が最も多く検出されてお

り、次いで A(H3)型が検出されている。    

 

 



   
図１ 週別インフルエンザウイルス分離・検出報告数（2024/25 シーズン） 

出典：国立感染症研究所病原微生物検出情報（2025 年 3 月 7日作成） 

 

２ 感染性胃腸炎 

 臨床診断名が感染性胃腸炎の 4件について検査を行ったところ、サポウイルスが 2 件検出された。他

の 2 件からはノロウイルス、サポウイルス、Ａ群ロタウイルス、Ｃ群ロタウイルス、アデノウイルス

（40/41 型）及びアストロウイルスいずれも検出されなかった。 

 

３ 流行性角結膜炎 

臨床診断名が流行性角結膜炎（疑）の 1 件について検査を行ったところ、アデノウイルスは検出され

なかった。 

 

４ 急性出血性結膜炎 

 臨床診断名が急性出血性結膜炎の検体 1 件について検査を行ったところ、エンテロウイルスは検出

されなかった。 

 


